
















































































































































はじめに

本邦における周産期医療の進歩は目覚ましく、ことに周産期死亡率は死産、早期新生児死

亡共に減少した結果、世界的にも最高水準に至った。一方で、妊産婦死亡については以前

よりは着実に減少しているが、ここ数年はほぼ横這い状態である。欧米諸国と比較してみ

ると、集計上の差異が把握されていないものの、数字の上では日本は未だ高率である。そ

こで、母体死亡をさらに防止し、妊産婦死亡率を低下し得るかを検討する目的で、以下の

ように研究を行なった。


